









カ メ ラの 造形 につ い て
その具体的な一側面
高 橋 秀 雄
まえが き
わが国 の工 業デザ イ ン活動 は僅 かに20余年の歴史 をもっ にす ぎないが,そ の
対象 と して きた製品 は広範 囲 にお よび,我 々の生活 に大 きな影響 を与 えて きた。
その間技術の進歩 や社会の変移 は必然的 にデザ イ ンの内容 をか えて きてい る。
この急速 な進展 の一方 において,工 業製 品特 に機器 のデザ イン にユニ ー クなも
の が見 られない との批判 が生 れて いる。 多 くのデザ イナー は自分達 の 力不足 で
あると表 明 してい るが,こ れは ある意味で は真 実で あ る。 しか し一方 において
は必ず しもそ うとはい えない面 が ある。機 器のデザ イ ンは工業 デザ イナーのみ
で完 成す るもので は なく,企 画,設 計,販 売 と一環 した組織 的 な活動 に よって
成 り立っ もので あ るか らで あ る。関連す る部 門 は益 々多岐 にわた り複 雑 になっ
て きた ことは事実 であ る。最近 では これを効率 的 に行 うため に,専 門分野 の異
な る専 門家集団 によ るプロジェ ク トチー ム を編 成 して活 動す る方法 が生 れて い
る。 この よ うな方法 を とってす らユニー クな製 品の誕生 は容易で は ない。デザ
イ ンの好適性,技 術面 との関連,妥 当 な価格,パ テ ン ト等の現実 的 な壁 が存 在
す るか らで ある。
機器 は その性格上,メ カニ ズムが重要 な要素 と して存 在す るためエ ンジニ ア
との協調体 勢の可否 が結 果 を左右 す る大 きな問題 で ある ことを認識 したい。即
ち新 しい技術 開発 が新 しい機能(製 品)を 生 む ことが可能 で あ り,新 しい機能
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の開拓 は新 しい技術 の 開発 を誘発 す るか らで ある。 この よ うにみた と き,製 品
化 の場 合 は必ず技術 面 での解決 が具備 されてい なければ な らない重要 な要素で
あ るこ とが判 る。 デザ イ ンが総 合的 な視野 で行 われ るの は当然 で あるに して も,
終極 的 には"物"に 結集 され具体化 され る0こ れは形 と して人間 に関係 を持 っ
こと ・な るが,そ れはFORMで あ りSHAPEで もある。
造形家 としての デザ イナー が形 を創 り出す と き,必 然的 にその背景 が反映 し
て来 る もので あ り,特 に機 器 において は論理 的 な展 開 が内包 されて い るだけに
表面的 な観察 で はす ま され ないものを持 って い る。
今新 しい機 器の デザ インを創 る基盤 を考 えてみ ると次 の三項 に絞 られ る。
1)あ た ら しい技術 の開発
2)あ た ら しい機能 の開拓
3)あ た ら しい思想 の樹立
これ らの三項 は又それ ぞれ20余年間の わが国工 業 デザ イ ン活動 の歴 史 にお け
る変遷過 程で あ るどもみ られ る。 この変遷過程 につ いては順 次稿 を改 めて寄稿
す る予定で あるが,本 稿 はその第一 回 と して第一 項 を中心 と して,技 術 と造形
の関連 につ いて を実例 をあげて述 べた い。
A)機 器の デザ イ ン
多 くの機器 は その初 期 において は専 門機 器的 な性格 で誕生 し,そ の対 象は専
門家 で あった。使 用 目的 が明確 で あ り,そ の機 能 を果 すた めの メカニ ズムが解
決 されて製品化 され た。 した がって その評価 は機械的性 能 の優 劣 が主体 で あり,
操作性 や価格 は二次的 な要 素で あった。む しろ煩雑 な操作 や高 価格 が専 門家の
プ ライ ドを満 足 さす こ とす らあった。 しか しこれが一般 機 器に移行す ると,様
相 は あ きらか にかわって,機 器 と して の総 合バ ラ ンス が評価 の対象 となる。 そ
の評価要 素は社会的,心 理 的 な要素 も無視 で きないが,大 別 して下記 の項 目に
あ げたもの となる。
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1)機 能的要 素(広 義 に)
2)技 術 的 〃
3)経 済的 〃
4)造 形的 〃
技術 的要素 は設計 ・生産 の両面 をもっ ことは当然 であ る。
B)カ メラのデザ イ ン
機 器の なかで は カメラはもっ とも一般化 された もので ある。 コ ンパ ク トなボ
デ ィに各種の部品群 によって構成 された メカニズム が内包 され,こ れを人問 が
コ ン トロールす るだ けにその操作 や メカニズムは密接 に造形 に関連 をもっ こと
とな る。
カメ ラにお いて もその発展過 程 は専 門機器的性格 から一般機 器的性 格 に移 る
途 を歩 んで い る。 その 間技術 の進歩 はカ メラの撮影 の対象 を拡 げ,他 の面で は
使用者 の層 を飛 躍的 に増大 して きた。一般化 カメ ラは不特定 多数 を対 象 とす る
量 産形 で あるだ けに,そ の内容 は普遍的 な性 格 をもつ もの とな って い る。
しか しこれ を細 か くみ た時 は発展 の過程 において,そ れぞれの時点 での指向
が あることに気付 く。
第一段 階 小形 化,軽 量化
簡 易化
f氏価季各イヒ
第二段 階 高性能 化
第三段階 自動化
第四段階 分立化(高 性 能化N純 化)
この よ うな様相 はカメ ラだけで はな く機 器の全般 にみ られ る一般的 な過程 で
もある。 これ らの指 向 は複雑 な か らみ を もちなが ら反 復 され次 の発展 につ なが
ってい る。
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第四段 階 にある現在 で,高 性能化 カ メラの頂点 に立つ もの が,ペ ンタプ リズ
ム式一眼 レフ カメラで あ り,単 純 化 カ メラの代表的 存在 はイ ンス タマチ ックカ
メラで ある。 これ を価格 面か らみ ると下記 の通 りで ある。
(ペン タプ リズム式一眼 レフ カメ ラをペ ンタカメ ラと略記 す る)
ペ ンタカメ ラ(4万 円 ～10万円程度)
イ ンスタマ チ ックカメ ラ(3千 円～1万2千 円程 度)
この両極の 中間的 存在で あ る中級 カメ ラが 多数存 在す るが,そ の機能 を特殊
の もの と しない限 り過 渡的存 在 になる可能性 が強 い。
C)カ メラを構成 す る部品
カメ ラを構 成す る部 品群 は撮影 す るため に必要 と され るメカニズ ムのため に







そ れぞれの系 に又必要 とされる機能 のため に部 品群 が附随 して い る。例 えば
レンズ系 にお ける絞 り部 品,フ ィルム系 にお ける駒 数計 や巻 上 げ装置等 がそれ
であ る。又系 は単能 時代 か ら複 合時代 に入 り,関 連 をもっ もの となって きた。
レンズ系 とフ ァイ ンダー系 の関連や,シ ャ ッター系 と付 属品系(露 光計 等)等
を始 め と して 自動化 と共 に益 々関連 を深 めてい る。
以上 は光学 レンズ と感光 乳剤 を使 用す るフ ィルム を使 用す る基 本形式 による
もので あ り,若 しこれ が光学 レンズ を使用 しないカメ ラ,フ ィル ムを使 用 しな
いカメ ラが開発 された と きは一 変 した内容 をもつ こ と ・なる。現 実 に レーザー
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光線 によ るカメラが研究 されて お り,一 方で は電磁 気の利用 の カメ ラ(ビ デ ィ
オカメ ラー動 画で はあ るが)が 実用化 されて い る。 しか しスチー ルカ メラの分
野で は今 日に至 る迄 その基 本形 式 は変革 されないだ けに部品系 と しては その内
容 を密 にす る過 程で終始 してい る。 この よ うな条件 下で具体 的 に形 を決め る要
因 と して技術 面 と人間面 の二 面 があ り,广 つ は生産 のサ イ ドで あ り他 は使 用者
のサ イ ドであ る。
技術面 か らみ る ときは部 品の実態 であ り,部 品群 によって構 成 され るメカニ
ズムで あ る。
これ らはカ メラの機能 に直接 結 びつ くもので あ るが,具 体 的 な寸法 や形態 に
反映す るもの が多い。
イ)レ ンズ
焦点距離,明 る さ,レ ンズの構成形 式及枚数 等 によって概 略の寸 法 が決 め ら
れ るが,最 終 的 には紋 り羽根 を内蔵 した レンズ鏡胴 の寸法 とその形 状 が基 本
とな る。
ロ)シ ヤツ ター
現 在では シャ ッター専 門 メーカー から供給 され るため,そ の規格 寸法 によっ
て決 め られ る。形式 と して は レンズシャ ッター とフ ォー カルプ レeン シャ ッ
ターの二種 に大 別 され る。 レンズ シャ ッタ ー においては内径寸 法 が規格 で定
め られ,こ れに シャッター羽根 及作動 ギヤや スプ リングを内蔵 す る シャ ッタ
ーハウ ジン グの寸法 が基準 とされ る。Fig1,Fig2.(73頁参照)
ハ)フ アイ ンダー
透視形 ファイ ンダーは単純 な枠フ ァイ ンダー か ら現 在で は光学 系 によ るもの
に移行 して い るが,距 離 計 を兼用す るものが 多 く,視 野の縮 少倍 率(光 学設
計)が ファイ ンダーの寸法 を決 定す る。 レフ形式 の もので は ミラーや プ リズ
ム を使用す るので,こ れの寸法形 状の把握 が必要 で ある。
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二)フ イルム
現 在使用 され るフ ィルムは ロー ルフ ィルム がその大半 を しめ,特 に3'5㍉映画
用フ ィルム とブローニ ー判(#120)フ ィルムが主 体 となって い る。
(35㍉フ ィルム を使用す ると きの画面寸法)
、
ス タ ンダー ド判24×36㍉ ・
ノ、一 フ判24×18㍉
(ラビ ッ ト判)24×24㍉





(インス タマ チ ックフ ィルム による画面寸 法)膕 ニ
イ ンス タ判 ・・.28:5×28.5㍉
セ ミ判 は現 在消滅 に近 い.'・ ・.・ 、 ・"…
この画面寸法 はカ メラの寸 法 を決 める基本 で あ り,・これに関連 して イ)～ハ)
の各 部品の寸法 が決 め られ ると共 に,関 連 す る部 品系の細部 寸法 に反映 す る。
即 ちこ)の 決定 によってイ)～ 二)の 各部 品の最小 規準寸法 と形状 が決 め ら
れ るため,こ の限界 を脱 す ることは不可能 で ある ことで あ る。
D)カ メ ラの機構
カメラ の部 品が どの よ うな配置構成で形成 されるかは,現 在 の光学 レンズ と
フ ィル ムを使用 す る形式 にあ って は自ず と明快 な約束 の上 に成 り立 ってい る。
1一 レンズ系2一 シャ ッター系 『 し
3一 フ ァイ ンダー系4一 フ ィルム系














この よ うな機構 差 はそのま ・カメ ラの寸 法や形状 に大 きく影 響を与 えるこ と
となる。標準形 は中級 レンズ シャ ッター カメラと簡 易形 カメ ラに採 用 され,一
眼 レフ形 は標準形 の ファイ ンダー改善 を 目標 と して誕 生 したが,特 にペ ン タプ
リズム を使用す るもの にあっては現在 の技術 での最 高水準 にあ るもの と して認
め られて いる。 外形 と して はフ ァイ ンダー窓 を無 く して,変 形 プ リズムの形 が
これ に換 った ・めカ メラの フェイス は一変 す ること ・なった。
二眼 レフ形 は二組 の レ ンズを要 す るため大形 化 し,こ れが嫌悪 されて消 えっ一
っ あ る。
E)カ メラの造形
カメラの もっ機構 や部 品群 の実態 が カメ ラの機能 を左右 す る と共 に,そ の造
形 にも強 く反 映 して必然的 な姿 で形態 を形 づ くる。 このよ うな基本 的 な形態 を
尊重 しなが ら,操 作面 での人間工学的 な配慮 や,造 形家 としての感 覚的 な処理
が行 われ る。 又 ある場合 には企 業の もつデザ イ ンポ リシーが反映 されて造形 が
行 われるこ とも無 視で きない。 さ らにつ け加 え るな らば感覚 的 な造形処 理 にお
いてす ら,そ の根 底 には機能 や生産技術 に関連す るもの を もって い るこ とが 多
い。Fig6(74頁 参照)
..
生産 技術 に関連す る もの ・うち二 三の例 をあげてみ る と,材 料 とその加工法
及 び仕 上 げの諸 問題 があ る。軍艦部 につ いて い えば真鍮 又は アル ミニ ュームの
板材 をプ レス加工 し,こ れ にクロームメ ッキ や黒色 塗装仕 上 げを行 って本体 に
装着 してい る。 この加工 品 は寸法精度 が要求 され るだ けで な く,深 絞 り加工 に
属 す ので加工 は単純 で は ない。又 カメ ラの軽量化 のため材厚・は次第 に薄 くな り
っ ・あ るが,こ の場合 には加工品の強度 が低 下す るために補 強 に対 す る配慮 が
必要で あ る。通 常み られ る肩部の二段 の面が これで あ る。 しか しこの手法 は仕
上 げ工程 にあるパ フ作業 の能率 を低下 さす欠点 を生 じる。肩部 のエ ッジ即 ち角
丸寸法 は材料 や その材厚 とプレス機械 の性能 によって左右 され る。最近 の カメ
ラにみ られ る直截 的 な構 成は,プ レス加工 品の肩部 の シャー プなエ ッジ加工技
術 が開発 されて可能 になったので あ る。
この よ うにカメラを含 めた機 器の造形 は,大 胆 で 自由 にな り得 ない宿命 をも
ってい るこ とが理解 で きるだろ う。 したがって造形家 と してのデザ イナー がカ
メ ラの造形処理 を実施 してい る対 象 を列記す ると下記 の通 りで あ る。
●カメラのフロ ン トプロポー シ ョン
●上蓋(軍 艦部)の 部 品配置 と構 成
●本体 の両側面 の形 態処理
以上 がボ デイ系 で あり,こ れ に部 品群 と して外 面 に現 わ れ る各 系 の主 な部
品 があ る。 冒∵
●レンズ系 レンズ鏡胴,焦 点調 節用部品
● シャッター系 調 節用 リング又は ノブ類,セ ルフ タイ'マー レバー,シ ャ
ッター釦
●フ ィル ム系 巻 上 げ レバー及 巻 もど しノブ類,駒 数 計窓
●フ ァイ ンダー系 フ ァイ ンダー窓 ,又 はプ リズ ムカバー
●附属 品系 露光計 受光窓,露 光 計 メー ター部,発 光 器用部品及 び アクセ
サ リー シュー
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ζれ に各種 レタリ7グ やサ イ ンに加へ,色 彩 や表面仕 上 げ があ る。 その個 々
につ いては参考図例 をうてい ただ きた い。
参考図例解 説 、
1)LEICA(西 独)Fig7.(74頁参照)`
OSKARBARNACH氏 によって設 計 された この カメラは1924年に誕生以
.来,i名機 と して名声 を得 なが ら幾 多の変遷 を経 て今 日に至 って い る。形式
,・ζ しては標準形 に属 す 夸もので あ る。現代 カメ1ラの先駆的 存在 で あ り,そ
の精密 さと豊 富 なアイデ アを内蔵 す るだけ に画 期的 な もので あ った。 当時
と して は驚 くべ き小形寸 法で あった が,こ れ に複雑 な部 品群 を合理 的 に装
着 し,人 間工学的 な配慮 も行 きとfき,・その形 態は メカニズ ム との関連 を
忠実 に反 映 して い る。 この忠実 きが ζの 々メ ラの特 徴で あったが,や がて
.その煩雑感 は整理 整頓 さ、れて現在 のLEICAの 造形 に説 皮 して ゆ く。
2)CONTAXIIA(西 独)Fig8(74頁 参照)コ
LEICAに対応 してZEISSIKON・社 が開発・したカメラである。LEICA
の基本形式 を踏襲 しなが らも,そ の細 部 は相異 して お り形 態 も直線 を主題
と して明 らか にLEICAと 対称 的で あ る。軍艦 部の部 品 は集約 し整理 され
てい るた め簡潔 で 力強 い。 この簡潔化 造形 のため にその メカニズム は多 ぐ
の障害 を克服 して完成 された もの と考 え られ る。・
又LEICAの 軍艦部 の構成 が必要部品 の添 加方式 による造形 で あ るに対 し
て,CONTAXの それは内 包 方式で あ ることが両者 の造形 を全 く異 なるも
の として いる大 きな原因で ある。
3)CANONL・(日 本)Fig9(75頁 参 照)
LEICAの メカニズム をその ま ・踏襲 して い るが,距 離計 は変倍式 の も の
.:
・ど して特色 があ るっ カメラ前 面の軍艦 部 と底 蓋の グロー ムメ、ッキ部 を巾広
と して新 しい感覚 の プロポト ションと し,軍 艦 部上面 の造形処理 は単 純化
と共 にみ ごとに整理 され現代的 な感覚 を表 出 して い るδ(Gマ ー ク選 定)
4)CANON7(日 本)Fig10(75頁 参照)
L型 か らP型 を経て,露 光計 を内蔵 した7型 に発展 した。露光計 の内蔵 と,
等倍 式 フ ァイ ンダーを採用 した ・め,ボ デ ィは大形化 さ.れざるを得 な くな
り,結 果 として全 く異 ρた造形 に転 じてい るが,L型 の イ メー ジが僅 かに
残 さ.れて いるポ
多 くの進 歩的 な内容 をもちなが らも,や がて一 眼ペ ンタプ リズム カメ ラに
脱皮 す ること ・なる。Fig 、・11,12(75頁参照)
5)VITESSA(西 独)Fig13(76頁 参照)一
コ ンパ7ト 化 の ため蛇腹 を採 用 してい るが,速 写性 能 を増 す ためにラ ィル
ム巻上 げをプ ランジャ广 によるもの と し(蛇 腹格納 時 には プラツ ジャー は
ボデ ィ内 に沈 む)さ らに操作 用部 品 を背面及底 面 に分散 した ・め,軍 艦 部
は徹底 した単純化 の造形 が実現 してい る。
6)WERRA(東 独)Fig14 ,15(76頁参照)
これ もフ ィルム巻上 げ機構 を変 え,鏡 胴基 部 の四分 の一 回転 によ る巻上 げ
と してい る。又各操作 用部品 は底面 や鏡胴 部 に移 されでいるため,VITESSA
同様軍艦部 は極度 に単純化 された造形 となってい る。VITESSAと 共 にフ
ィル ム巻上 げの ための新 しい メカニズムの開発 に よって,こ の整理 され た
単純 化造形 が誕生 し得 た と云 うことがで きる。
7)CANONDIAL35(日 本)Fig16(76頁 参照)
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ハー フ判 の採 用 と,ス プ リングによる連続撮 影装置 とシャ ッター優 先EE
式 を採 用 した軽快 なカメラであ る。正方形 に近 い形態 と円筒状 のス プ リン
グが大胆 な構成で まとめ られてい る。前面 に電 話の ダイヤル状 に露光計 用
レンズが な らべ られ,そ の特異 な フェ イスは独特の雰囲 気 をもって いる。
アル ミニ ュームのプ レス加工 によ るケ ー シングは白銀色 で美 しくこれにス
プ リングケー スの黒色 ゴムのグ リップ部 が よい対象 となって いる。
小形軽量 で偏 平 とし,操 作 は簡 易で 自動化 が よ く考 え られて お り現 代 カメ
ラの代表 的 な性格 を備 えて いる。(Gマ ー ク選 定)
フ ィルム を縦 に走行 さす ことが,特 殊 な形態 を生む第一 の原因で あ る。
8)MINOLTA16MG-S(日 本)Fig17(77頁 参照)
16㍉映画 用 フ ィルムを使 用す る極小 形 カメ ラで ある。玩具 的 な存 在で あっ
たこの種の カメラの性能 を向上 し実用機の レベ ルにあげ られて い る。極小
形化 は携行性 を主体 に した発想で あ るだけに,ハ ン ドバ ッグ1ポ ケ ッ トに
入 れるこ とを予測 して突起 物 を排 し,完 全 な偏平箱 形 と して いる。 フ ィル
ムサ イズが極小形 となって いるため,部 品群 もこれ に相 応 して小形 化 して
い るが人 間の指で操作 す る部品 は小形 化の限 界が ある。 この点の造 形 は苦
心 があった と思 われる。
軽 量化の ため にアル ミニユ ー ムによ るケー シ ングと し,無 艶 の 白銀色 仕上
げは落着 いた品の ある もの と してい る。
新 しい機能 の追 求 によって,新 しい造形 が生 れ,メ カニ ズム がこれ に追随
した好例 で あ る。(Gマ ー ク選定)
9)MINOLTAzooM-X(日 本)Fig18(77頁 参照)
人 間が カメ ラにもつ願望 は技術 の進歩 によって次第 に解 決 されつ ・ある。
小形 で軽量で あ り,人 間の判 断や操作 ははぶ かれて機械 が代 行 し,あ らゆ
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る条件下 での撮 影 が可能 で あるこ と,そ して価格 はで き得 る限 り安 く。 こ
の願望 に大胆 に挑 んだ試作 カメ ラで ある。(価 格 を除 いて)'
16㍉フ ィルム を使用 し,ズ ームレ ンズ によって レンズ交換 の手数 を排 す と
共 にモー ター によるフ ィルム送 りを内蔵 し,露 光計連動 のEEカ メ ラとし
で いる。
市場性 の面か らで は なく,エ ンジニ アとデザ イナーの協 同作業 によ って技
術 面 を中心 と して試作 された。
MG-Sが 簡 易化指 向で あるに対 して,ZOOM-Xは高級 万能 化指向 で あ り,
フ ィルムサ イズ を同一 と しなが ら,そ の指 向の差 が結 果的 に造形 にも大 き
な差 異 として現 われてい るこ とは興 味深 い。
10)MINOLTAAUTOPACK(日 本)Fig19(77頁 参照)
婦人 や子供達 を対象 と した とき,カ メラの フ ィル ム装槇 は案外難物 で ある
ため,コ ダ ック社 は カー トリッジに入 ったフ ィル ム即 ちイ ンス タマチ ック
フ ィルム を開発 して,装 槇 の簡 易化 を実現 させた。 イ ンス タマ チ ックカメ
ラはこれ を土台 として,操 作 の簡 易化 に徹 しその メカニズ ムも単純 なもの
と して実用最少限 の性 能 とす るもの が多い。 この カメ ラも絞 りや シャ ッタ
ーの 目盛 は無 く,露 光計連動 のEEカ メラ と して,操 作 は フ ィルムの巻上
げ と,シ ャ ッター釦 を押 す だ けとなって い る。又ABS樹 脂 によ るボデ ィ
は軽量 で価格 も1万 円程度 に押 さえて販売 されて いる。随所 に大胆 なアイ
デアが取 り入 れ られ,現 代的 な感 覚で造形 が行 われてい る。角形 の レ ンズ
鏡胴 や アル ミニz一 ムによ る前面板,レ タリングの処理,フ ォー カシ ング
ノブ等 がそれで あ る。(Gマ ー ク選 定)
む す び
種 々の具体 例 の記述 によって,カ メラの造形 が機能 や機構 と密接不可 分の関
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連 をも ち,使 用 され る材料 や その加工技術,表 面処理 等 は さらに細 か く造形 を
規制 して い ることが わかる。
、技術 の進歩 によって カメラが急 速 に高性能化 したが,今 日で は人間 による制
御 を機械 に置換 える時代 に至 った。高性能露 光計や,電 子 シャ ッターの開発 は
急速 に自動制 御化 を促 進 して い る。赤 ラ ンプや青 ラ ンプの点灯 によるサ イン方
式 は,長 い間 の慣習 であ っ,た数字 による標示 を一掃 しっ ・.ある。又マ イ クロモ
ーターの開発 はフ ィルム巻上 げの 自動 化 を実現 し,タ イマーの併用 によって無
人撮 影 も可能 となった。又か って大 は小 を兼 ね ると云 われたが,現 在で は逆 に
小 は大 を兼 ね る時代 となって きた。 これは科学技術 の進 歩 の賜 で あ る。 メカニ
ズム が内蔵 された機器 が小形化 される ときは益 々精緻 なもの とな り,造 形 に き
び しさが要求 され る。小形化 されつ ・あ るカメ ラにおいて も,そ の メ カニズム
と造形 の関連 は益 々緊 密 なもの となってい る。エ ンジニ ア リングの句能 なデザ
イナーが要望 され るの は当然で あ るといえ よ う。 そ うして7方 では デザ イ ンの
視野 が急 激 に拡大 されて,単 にもの と して の発 想だ けで は な く,人 間 と社会 に
強 い靭帯 をもつ新 しい秩序 を考 え る時代 に入 ったので あ る。
工業 デザイ ン活動 の第:二期 がこの時代 で あ る。 ち ょうどこの頃 にINTER-
NATIONALCOUNCILOFSOCIETIESOFINDUSTRIALDESIGN
即 ち1.C.S.LDは工業 デザ インを次 の よ うに牢義 した ので ある。
「IDは工業 によ る製品のFORMALQUALITIESを 決定 す る こと を 目的
とす る一種の創造 活動で あ る。 このFORMALQUALITIESに は外 面 的 特
徴 が含 まれるばか りで な く,そ れは主 として一つのSYSTEMを 作 る人 と使 う
人双方 の観 点 か らみて一貫 した統一 あるもの に転 換 す る構 成 的 な,機 能 的 な関
連 性の こ とで ある。IDは,工 業生摩 によって条件 づ け られ る人 間環 境 の あ ら
ゆる部面 を包 摂す る。」(工芸 ニ ュース,Vol.33,3,p.5.)
図例写真は,各社パンフレット,カメラとレンズ(アサヒ新聞社編),
写真工業(光 画荘),
より集録 したもの ・外は自己撮影
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